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｢

『
太
平
広
記
詳
節
』
と
は

『
太
平
広
記
詳
節
』
は
､
朝
鮮
世
宗
期
か
ら
成
宗
期
に
か
け
て
の
官
僚
で
あ
り
､
文
人
と
し
て
も
有
名
な
成
任
が
､
中
国
北
宋
は
じ
め

に
編
纂
さ
れ
た
類
書
『
太
平
広
記
』
五
百
巻
を
五
十
巻
に
抄
録
し
､
一
四
六
二
年
(
朝
鮮
世
祖
七
年
)
に
刊
行
し
た
書
物
で
あ
る
｡
周
知

の
通
り
『
太
平
広
記
』
は
､
先
秦
か
ら
宋
初
ま
で
の
稗
史
､
小
説
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
｡
北
宋
初
の
国
家
事
業
と
し
て
､
九
七
七
年

(
太
平
興
国
二
年
)
太
宗
の
命
を
う
け
､
李
防
等
が
編
纂
し
た
が
､
学
者
に
よ
り
そ
の
内
容
が
急
ぐ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
し
て
､
版
木
の
ま

ま
宮
中
の
太
清
楼
に
所
蔵
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
｡
し
か
し
宋
代
に
は
､
蘇
東
披
を
は
じ
め
と
す
る
文
人
が
『
太
平
広
記
』
の
内
容
に
閲
し

て
い
く
つ
か
の
記
述
を
残
し
て
い
る
｡
ま
た
南
宋
か
ら
元
明
清
の
小
説
戯
曲
に
は
､
『
太
平
広
記
』
の
題
材
を
も
と
に
翻
案
し
た
作
品
が

少
な
か
ら
ず
あ
り
､
こ
の
書
が
人
々
の
目
に
触
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
し
か
し
残
念
な
が
ら
現
在
宋
本
の
原
本
は

伝
わ
っ
て
お
ら
ず
､
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
早
い
ま
と
ま
っ
た
『
太
平
広
記
』
は
､
明
の
談
憧
が
写
本
を
も
と
に
､
校
訂

を
加
え
て
､
一
五
六
六
年
(
嘉
靖
四
十
五
年
)
に
刊
行
し
た
所
謂
｢
談
刻
本
｣
で
あ
申
談
刻
本
は
現
存
す
る
『
太
平
広
記
』
の
中
で
､
最

も
基
本
的
な
版
本
と
さ
れ
､
現
在
排
印
本
と
し
て
は
最
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
中
華
書
局
本
(
も
と
は
一
九
五
九
年
人
民
文
学
出
版
社
刊
｡

一
九
六
一
年
訂
正
の
後
中
華
書
局
よ
り
出
版
｡
)
に
お
い
て
も
､
底
本
と
さ
れ
て
い
る
｡
成
任
の
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
､
こ
の
談
刻
本
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よ
り
も
百
年
ほ
ど
早
い
出
版
で
あ
り
､
成
任
が
見
た
『
太
平
広
記
』
は
恐
ら
く
南
宋
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
｡
こ
の
よ
う
に

『
太
平
広
記
詳
節
』
は
大
変
貴
重
な
書
物
で
あ
る
が
､
こ
れ
ま
で
日
本
･
中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
｡
筆

者
は
こ
の
た
び
幸
い
に
も
韓
国
に
お
い
て
､
こ
の
『
太
平
広
記
詳
節
』
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
｡
以
下
そ
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
｡

l｢

編
者
成
任
に
つ
い
て

成
任
は
､
字
は
垂
卿
､
号
は
眞
逸
穿
と
い
う
｡
昌
寧
の
成
念
祖
を
父
と
し
､
海
州
牧
便
安
従
約
の
娘
を
母
と
し
て
､
一
四
二
一
年
(
世

宗
三
年
)
に
生
ま
れ
､
一
四
八
四
年
(
成
宗
十
五
年
)
世
を
去
っ
た
｡
高
麗
の
武
将
李
成
桂
が
王
位
を
纂
奪
し
､
国
号
を
朝
鮮
と
し
､
漢
陽

(
現
ソ
ウ
ル
)
を
都
に
定
め
た
の
は
､
一
三
九
二
年
の
こ
と
で
あ
り
､
成
任
が
生
き
た
時
代
は
朝
鮮
王
朝
の
草
創
期
に
あ
た
る
｡
成
任
の
母

親
は
高
麗
の
名
臣
を
祖
先
と
す
る
名
門
の
出
で
あ
り
､
成
家
は
勲
旧
派
(
世
祖
の
王
位
募
奪
の
際
手
柄
を
た
て
､
建
国
後
は
歴
代
諸
王
を
補
佐

し
､
李
朝
の
基
礎
を
築
い
た
官
学
派
の
こ
と
)
に
属
す
る
家
柄
で
あ
っ
た
｡
成
任
は
四
代
世
宗
期
の
初
め
に
生
ま
れ
､
一
四
四
七
年
(
世
宗
二

十
九
年
)
に
擢
第
し
､
承
文
院
(
外
交
文
書
を
作
成
す
る
役
所
)
を
皮
切
り
に
､
順
調
に
官
位
を
進
め
､
吏
曹
の
判
書
な
ど
数
多
く
の
要

職
を
歴
任
し
た
｡
世
宗
は
ハ
ン
グ
ル
(
訓
民
正
音
)
を
創
製
す
る
な
ど
､
李
氏
朝
鮮
の
中
で
最
も
傑
出
し
た
英
名
君
主
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
｡
世
宗
は
若
手
文
官
を
選
抜
し
て
､
集
賢
殿
に
お
い
て
学
問
研
究
を
行
わ
せ
た
｡
そ
れ
に
よ
っ
て
集
賢
殿
に
は
世
宗
の
ブ
レ
ー
ン
集

団
と
も
い
う
べ
き
李
朝
草
創
期
の
文
壇
を
支
え
た
優
秀
な
人
材
が
多
く
集
ま
り
､
新
羅
か
ら
李
朝
初
期
の
漢
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ

る
『
東
文
選
』
を
編
纂
し
た
徐
居
正
(
一
四
二
〇
-
一
四
八
八
年
)
な
ど
を
輩
出
し
た
｡
成
任
も
一
四
五
〇
年
(
世
宗
三
十
二
年
)
に
集
賢

殿
に
入
っ
て
い
る
｡
詩
文
に
秀
で
､
と
り
わ
け
律
詩
を
善
く
し
た
と
い
う
｡
文
集
『
安
密
集
』
､
『
太
平
広
記
詳
節
』
(
後
に
詳
述
す
る
が
､

芸
平
広
記
詳
節
』
は
ま
さ
に
成
任
が
集
貿
殿
に
い
た
時
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
)
､
さ
ら
に
自
ら
『
太
平
広
記
』
に
倣
っ
て
､
古
今
の
異

聞
を
ま
と
め
た
『
太
平
通
載
』
を
著
し
た
｡
成
任
に
は
成
侃
(
一
四
二
七
-
一
四
五
六
年
､
宇
和
仲
)
､
成
侃
(
一
四
三
九
-
一
五
〇
四
年
､
字

馨
叔
)
と
い
う
二
人
の
弟
が
い
た
｡
成
侃
は
一
四
五
三
年
(
瑞
宗
元
年
)
に
科
挙
に
擢
第
し
､
文
名
を
は
せ
た
も
の
の
､
数
え
の
三
十
で
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若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
｡
ま
た
末
弟
成
侃
も
､
一
四
六
二
年
(
世
祖
七
年
)
に
擢
第
し
承
文
院
に
入
り
､
数
々
の
要
職
を
歴
任

し
た
二
二
兄
弟
の
中
で
文
名
は
最
も
高
く
､
李
朝
初
期
に
お
い
て
徐
居
正
に
次
ぐ
漢
文
学
者
と
評
価
さ
れ
て
い
る
｡
文
集
『
虚
白
堂
集
』
､

『
憶
寮
叢
話
』
な
ど
が
あ
る
ほ
か
､
李
朝
の
楽
制
の
準
則
を
ま
と
め
た
『
薬
学
軌
範
』
を
撰
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
｡
『
憶
寮
叢
話
』
は
､

李
朝
に
発
達
し
た
稗
官
小
説
(
中
国
の
筆
記
小
説
の
よ
う
な
も
の
)
と
よ
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
囁
矢
と
も
い
え
る
書
物
で
､
内
容
は
｢
士

大
夫
間
の
交
友
か
ら
宮
中
や
民
間
の
風
俗
､
あ
る
い
は
巷
の
奇
讃
･
笑
話
至
る
ま
で
｣
多
種
多
様
で
あ
り
､
｢
成
侃
の
生
彩
に
富
む
描
写

は
､
李
朝
初
期
の
社
会
･
文
化
の
実
情
を
知
る
の
に
こ
の
上
な
い
良
き
資
料
｣

で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
｡

三
.
『
太
平
広
記
詳
節
』
の
概
要

ま
ず
最
初
に
『
太
平
広
記
』
自
体
が
い
つ
頃
朝
鮮
に
流
伝
し
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
｡
朝
鮮
に
い
つ
『
太
平
広
記
』
が
伝

わ
っ
た
の
か
､
年
代
を
確
定
で
き
る
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
｡
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
早
く
『
太
平
広
記
』
の
名
が
見
え
る
文
献
と
し

て
知
ら
れ
る
の
は
､
高
麗
高
宗
の
時
代
(
一
一
二
四
-
一
二
五
九
年
)
に
翰
林
院
の
文
人
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
歌
謡
｢
翰
林
別
曲
｣
で
あ

る
｡
｢
翰
林
別
曲
｣
と
は
科
挙
に
合
格
し
た
文
人
達
が
､
自
分
達
の
親
し
ん
だ
書
体
や
酒
､
庭
園
の
情
景
な
ど
日
常
の
生
活
や
文
化
を
詠

み
､
集
団
で
作
っ
た
歌
謡
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
全
八
聯
か
ら
な
り
『
太
平
広
記
』
の
名
が
見
え
る
の
は
第
二
聯
で
以
下
の
通
り
で

あ
る
｡

唐
漢
書
､
荘
老
子
､
韓
柳
文
集
､
李
杜
集
､
蘭
台
集
､
白
楽
天
集
､
毛
詩
尚
書
､
周
易
春
秋

周
戴
礼
記
云
云
､
太
平
広
記
四
百
余
巻
､
太
平
広
記
四
百
余
巻
､
偉
歴
覧
景
何
如
｡

(
F
高
腰
史
｣
巻
七
十
一
志
巻
第
二
十
五

欒
二
)

『
荘
子
』
『
老
子
』
李
杜
の
詩
集
な
ど
文
人
達
が
注
ま
で
暗
讃
し
た
と
い
う
経
書
や
詩
と
と
も
に
『
太
平
広
記
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
｡
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こ
の
よ
う
に
十
三
世
紀
前
半
に
は
､
『
太
平
広
記
』
は
高
麗
の
文
人
達
に
と
つ
て
経
書
と
な
ら
ぶ
素
養
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
ほ
ど
流
伝

(
u
)

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

李
朝
に
お
い
て
も
､
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
な
ど
に
頻
繁
に
『
太
平
広
記
』
の
名
が
見
ら
れ
､
引
き
続
き
文
人
達
の
間
で
『
太
平
広
記
』

が
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
う
し
た
中
で
成
任
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
『
太
平
広
記
』
の
抄
録
､
刊
行
は
､
本
来
五
百
巻
と

い
う
大
部
の
書
物
を
読
者
に
と
つ
て
よ
り
身
近
な
存
在
に
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
｡
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
重
版
さ
れ
る
は
ど

文
人
の
間
に
広
ま
り
､
ま
た
そ
の
後
李
朝
宣
祖
か
ら
景
宗
に
か
け
て
の
時
代
(
一
五
六
七
-
一
七
二
四
年
)
に
『
太
平
広
記
』
の
中
か
ら
い

(
ほ
)

(14)

く
つ
か
の
話
に
諺
解
(
ハ
ン
グ
ル
語
訳
)
を
施
し
た
『
太
平
広
記
諺
解
』
と
い
う
翻
訳
書
が
刊
行
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
｡
当
時
漢
文
学

と
は
､
教
育
を
受
け
た
一
部
の
文
人
や
そ
の
子
弟
達
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
､
こ
う
し
て
ハ
ン
グ
ル
に
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
さ

(15)

ら
に
読
者
層
を
広
げ
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

以
下
『
太
平
広
記
詳
節
』
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
｡

弟
成
仮
の
著
し
た
『
傭
粛
叢
話
』
巻
十
に
は
『
太
平
広
記
詳
節
』
に
関
し
て
､
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
｡

伯
氏
文
安
公
好
学
忘
倦
､
嘗
在
集
賢
殿
､
抄
録
『
太
平
広
記
』
五
百
巻
､
約
為
『
太
平
広
記
詳
節
』
五
十
巻
､
刊
行
於
世
､
又
衆
諸

書
及
『
広
記
詳
節
』
､
為
『
太
平
通
載
』
八
十
巻

文
安
公
(
成
任
の
誼
)
は
学
問
を
好
み
､
倦
む
こ
と
を
忘
れ
る
人
だ
っ
た
｡
か
つ
て
集
賢
殿
に
い
た
と
き
､
『
太
平
広
記
』
五
百
巻

を
抄
録
し
､
締
め
て
『
太
平
広
記
詳
節
』
五
十
巻
と
し
て
､
世
に
刊
行
し
た
｡
ま
た
諸
本
や
『
太
平
広
記
詳
節
』
を
集
め
て
､
『
太

平
通
載
』
八
十
巻
を
作
っ
た
｡
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こ
の
よ
う
に
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
『
太
平
広
記
』
原
五
百
巻
か
ら
､
成
任
が
選
び
､
五
十
巻
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
｡
具
体
的
な
刊
行
年
代
に
つ
い
て
は
､
徐
居
正
に
よ
る
｢
太
平
広
記
詳
節
序
｣

(
『
四
佳
文
集
』
所
収
)
に
､
｢
蒼
龍
壬
午
夏
四
月
有

日
達
城
徐
居
正
剛
仲
書
干
四
佳
亭
之
読
書
軒
｣
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
世
祖
七
年
(
一
四
六
二
年
)
頃
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き

る
｡
そ
れ
で
は
成
任
は
『
太
平
広
記
』
か
ら
ど
の
よ
う
な
話
を
選
び
､
五
十
巻
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
｡
残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ
『
太

平
広
記
詳
節
』
の
完
本
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
､
い
く
つ
か
の
残
本
が
韓
国
国
内
に
散
在
し
て
い
る
｡
目
録
調
査
に
よ
っ
て
今
回
確
か
め

ら
れ
た
『
太
平
広
記
詳
節
』
に
関
す
る
情
報
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡
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録 録 目 録 録 書 録
lL■■ ■■■■■■■■

録
lL■=コ

lL■i■

第
四
巻

目
録

』

未 未 未 未 未 備
見 見 見

○

見
0

見
く)

考

今
回
の
調
査
で
､
筆
者
は
国
立
中
央
図
書
館
及
び
高
麗
大
学
校
所
蔵
の
『
太
平
広
記
詳
節
』
に
つ
い
て
､
前
者
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
､
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後
者
に
つ
い
て
は
原
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
｡
誠
庵
文
庫
は
､
個
人
蔵
書
家
超
柄
舜
氏
の
収
集
し
た
本
を
収
め
た
個
人
文
庫
で
あ
り
､

ソ
ウ
ル
市
の
中
心
部
に
あ
る
が
(
誠
庵
古
書
博
物
館
と
し
て
､
朝
鮮
活
字
本
の
資
料
は
一
部
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
)
､
今
回
は
超
氏
の
同
意
を

得
る
こ
と
が
で
き
ず
､
同
文
庫
所
蔵
の
『
太
平
広
記
詳
節
』
に
つ
い
て
は
､
残
念
な
が
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
清
芽
室
は
､

や
は
り
個
人
蔵
書
家
で
あ
る
李
仁
栄
氏
の
文
庫
で
あ
る
が
､
李
仁
栄
氏
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
お
り
､
そ
の
後
蔵
書
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
現
在
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
｡
忠
南
大
本
に
つ
い
て
は
､
忠
南
大
が
ソ
ウ
ル
市
近
郊
の
大
田
市
に
あ
る
た
め
､
今
回
は
時
間

的
な
制
約
か
ら
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
忠
南
大
本
の
目
録
記
述
は
以
下
の
通
り
三
種
あ
る
｡

①
『
韓
国
古
書
総
合
目
録
』
｢
忠
南
大
(
三
冊
)
｣

②
『
忠
南
大
学
校
古
書
目
録
』
貴
重
書
(
集
一
二
五
一
)

李
坊
(
宋
)
奉
勅
撰

木
版
本
世
祖
8
(
一
四
六
二
)
序
2
巻
1
冊
四
周
単
連
,
半
郭
N
〕
×
-
の
皿
,
有
界
｡
半
葉
1
0
行
1
7
字
,

内
向
黒
魚
尾
｡
〕
〇
.
→
×
-
?
¢
皿
｡
綿
装
｡

表
題
‥
太
平
贋
記

序
‥
蒼
龍
壬
午
(
一
四
六
二
)
夏
四
月
有
日
蓮
城
徐
居
正

(
一
四
二
〇
～
一
四
八
八
)
剛
中
書
干
四
佳
享
之
読
書
軒
易
城
李
胤
侯
序
｡

紙
質
‥
椿
紙

③
『
忠
南
大
学
校
古
書
目
録
』
貴
重
書
(
集
一
二
五
一
)

李
防
(
宋
)
奉
勅
撰

木
版
本
〔
成
宗
年
間
(
一
四
七
〇
～
一
四
九
五
)
〕
刊

3
巻
3
冊
(
巻
一
～
三
)
｡
四
周
単
連
,
半
郭
N
㌍
N
X
-
㌣
¢
皿
,
有
界
｡
半
菓
1
0
行
1
7
字
,

註
単
行
｡
内
向
黒
魚
尾
｡
∽
〕
.
ひ
×
N
〇
.
∽
皿
｡
綿
装
｡

板
心
題
‥
虞
記
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②
と
③
に
つ
い
て
は
､
同
一
目
録
の
中
に
相
前
後
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
､
お
そ
ら
く
整
理
番
号
を
示
す
と
思
わ
れ
る
､
｢
集
一
二
五

二
と
い
う
番
号
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
同
一
書
を
誤
っ
て
二
度
載
せ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
記
載
さ
れ
た
書
誌
情
報

に
異
同
が
あ
り
､
と
り
わ
け
②
は
｢
2
巻
1
冊
｣
､
③
は
｢
3
巻
3
冊
｣
と
な
っ
て
お
り
､
こ
の
本
が
同
一
本
で
な
い
可
能
性
も
捨
て
き

れ
な
い
｡
ま
た
国
立
中
央
図
書
館
本
､
高
麗
大
本
､
誠
庵
文
庫
本
に
つ
い
て
は
､
板
心
が

｢
虞
記
詳
節
｣
と
さ
れ
て
い
る
が
､
忠
南
大
目

録は

｢
虞
記
｣
と
し
て
い
る
｡
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
､
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
｡

上
記
表
6
に
あ
る
柳
海
嘩
氏
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
､
『
韓
国
古
書
総
合
目
録
』
に
は
所
蔵
者
以
外
の
情
報
､
柳
氏
の
所
蔵
す
る
『
太
平

(18)

広
記
詳
節
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
｡

上
記
表
7
『
古
鮮
冊
譜
』
は
､
明
治
期
朝
鮮
公
使
館
の
通
訳
官
を
し
て
い
た
前
間
恭
作
氏
が
､
調
査
し
あ
る
い
は
収
集
し
た
朝
鮮
本
に

つ
い
て
備
忘
録
的
に
控
え
て
い
た
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡
前
間
氏
の
収
集
し
た
朝
鮮
本
は
､
大
正
十
三
年
と
昭
和
十
六
年
の
二

度
に
わ
た
っ
て
､
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
､
現
在
で
は
そ
の
目
録
は
『
増
補
東
洋
文
庫
朝
鮮
本
分
類
目
録
』
(
一
九
七
九
年
)
と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
中
に
は
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
｡
『
古
鮮
冊
譜
』

｢序｣

に
よ
れ
ば
､
前
間
氏
が
見
た
朝
鮮
本
は

李
朝
の
宮
廷
文
庫
で
あ
っ
た
杢
章
閣
の
旧
蔵
書
を
は
じ
め
と
し
て
､
南
満
州
鉄
道
会
社
調
査
部
収
集
本
､
そ
の
他
浅
見
倫
太
郎
氏
所
蔵
本

な
ど
､
多
く
の
機
関
､
個
人
蔵
書
家
所
蔵
本
で
あ
っ
た
｡
前
間
氏
は
こ
う
し
た
調
査
で
見
た
本
に
つ
い
て
､
得
ら
れ
た
限
り
の
書
誌
情
報

を
加
え
て
い
る
｡
し
か
し
『
太
平
広
記
詳
節
』
に
つ
い
て
は
､
先
に
引
用
し
た
成
侃
『
傭
賓
叢
話
』
巻
十
の
記
述
が
書
写
さ
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
｡
残
念
な
が
ら
前
間
氏
が
『
太
平
広
記
詳
節
』
を
閲
覧
し
た
経
緯
､
同
書
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
｡

以
上
の
よ
う
に
現
在
韓
国
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
原
本
に
比
し
て
わ
ず
か
な
一
部
分
で
あ
る
が
､
幸
い
な
こ
と

に
忠
南
大
本
に
は
目
録
が
残
さ
れ
て
お
り
､
こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
我
々
は
成
任
が
『
太
平
広
記
』
の
中
か
ら
ど
の
話
を
選
び
､
収
録
し
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
前
述
し
た
よ
う
に
筆
者
は
今
回
忠
南
大
本
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
､
李
来
宗
氏
の
博
士
論
文

(19)

(20)

｢鮮初

筆
記
句
展
開
様
相
叫
尊
せ
研
究
｣
附
録
｢
『
太
平
広
記
詳
節
』
矯
正
目
録
｣
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
紙
数
の
都
合
上



全
て
の
篇
名
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
､
以
下
に
全
体
の
分
類
構
成
を
あ
げ
る
と
と
も
に
､
本
稿
末
に
､
国
立
中
央
図
書
館
本
及
び
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高
麗
大
所
蔵
本
の
篇
名
目
録
を
附
し
て
お
き
た
い
｡

『
太
平
広
記
詳
節
』
目
録
上
(
巻
一
～
巻
二
五
)
下
(
巻
二
六
～
巻
五
十
)
(
括
弧
内
の
数
字
は
収
録
さ
れ
た
話
の
数
)

巻 巻 巻 巻 巻 巻
⊥
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十 十 九 八 七 ′＼ 五 四
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巻
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四
(
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全
体
を
通
し
て
み
る
と
､
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
『
太
平
広
記
』
に
忠
実
に
編
集
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
｡
成
任
の
分
類
は
ほ
と
ん
ど
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『
太
平
広
記
』
に
拠
る
も
の
で
､
ま
た
全
五
百
巻
か
ら
偏
る
こ
と
な
く
合
計
八
百
三
十
六
篇
の
話
が
選
択
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
そ
れ
は

単
に
漫
然
と
『
太
平
広
記
』
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
｡
｢
島
寄
奴
｣
｢
轟
隠
娘
｣
｢
淳
子
禁
｣
｢
任
氏
侍
｣

｢
李
娃
博
｣
｢
零
小
玉
博
｣
｢
謝
小
蛾
侍
｣
な
ど
､
現
在
も
し
唐
代
小
説
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
作
ら
れ
る
と
し
た
ら
､
必
ず
収
録
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
代
表
的
な
作
品
を
も
ら
す
こ
と
な
く
収
め
て
お
り
､
成
任
が
確
か
な
選
択
眼
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
『
太
平
広
記
詳
節
』

が
多
く
の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
話
自
身
が
持
つ
面
白
さ
に
よ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
､
成
任
の
編
集
の
力

に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
だ
ろ
う
｡
ま
た
実
は
徐
居
正
の
｢
詳
節
太
平
広
記
序
｣
に
よ
る
と
､
『
太
平
広
記
』
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の

は
､
成
任
だ
け
で
は
な
く
､
天
折
し
た
弟
成
侃
も
｢
一
日
在
集
賢
殿
,
亡
友
昌
寧
成
和
仲
(
=
成
侃
)
讃
之
(
=
『
太
平
広
記
』
)
.
終
日

吃
不
知
倦
｣
と
記
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
｡
続
い
て
徐
居
正
は
成
侃
と
小
説
に
つ
い
て
か
わ
し
た
議
論
を
記
し
た
後
､
成
任
が
『
太
平
広

記
詳
節
』
を
刊
行
し
た
経
緯
を
述
べ
､
｢
垂
卿
(
=
成
任
)
之
志
則
和
仲
之
志
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
こ
の
｢
序
｣
を
見
る
限
り
で
は
､
『
太

平
広
記
詳
節
』
が
刊
行
さ
れ
た
背
景
に
は
､
成
任
の
み
な
ら
ず
成
侃
の
影
響
も
あ
っ
た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
｡
『
傭
棄
叢
話
』
に
は
､
天

折
し
た
成
侃
の
死
を
め
ぐ
つ
て
､
成
侃
自
ら
が
卜
笠
に
よ
っ
て
自
ら
の
死
期
を
予
言
し
て
い
た
話
(
巻
二
)
や
成
侃
の
三
人
自
心
子
の
弓

二
人
が
相
次
い
で
三
十
前
に
は
亡
く
な
り
､
残
り
の
一
人
も
精
神
を
病
ん
で
治
癒
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
話
(
巻
四
)
を
記
し
て

い
る
｡
成
侃
は
老
荘
思
想
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
､
こ
う
し
た
成
家
兄
弟
の
不
思
議
な
話
､
小
説
的
な
話
へ
の
志
向
が
相
互
に

影
響
を
及
ぼ
し
合
い
､
『
太
平
広
記
詳
節
』
『
太
平
通
載
』
『
傭
粛
叢
整
の
編
纂
･
執
筆
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

四
.
『
太
平
広
記
詳
節
』
の
文
献
的
価
値

前
述
し
た
よ
う
に
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
､
談
刻
本
よ
り
も
百
年
ほ
ど
早
く
出
版
さ
れ
て
お
り
､
成
任
は
南
宋
で
出
版
さ
れ
た
『
太
平

広
記
』
を
原
本
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
成
任
の
編
集
態
度
は
『
太
平
広
記
』
に
忠
実
な
も
の
で
あ
り
､
『
太
平
広
記

詳
節
』
は
信
頼
に
足
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
｡
で
は
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
現
存
す
る
『
太
平
広
記
』
に
対
し
て
､
ど
の
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よ
う
な
文
献
的
な
価
値
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
｡

ま
ず
最
初
に
『
太
平
広
記
』
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
問
題
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
｡

現
存
す
る
主
要
な
『
太
平
広
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

①
談
憧
本

②
野
竹
斎
抄
本

③
許
自
昌
刻
本

④
黄
氏
巾
箱
本

⑤
四
庫
全
書
本

⑥
陳
氏
校
本

⑦
孫
氏
校
本

(
明
嘉
靖
四
十
五
年
･
一
五
六
六
年
)
中
華
書
局
本
底
本

(
明
の
陳
与
文
が
所
蔵
し
て
い
た
抄
本
･
現
中
国
国
家
図
書
館
蔵
)

(
明
の
許
自
昌
が
明
末
に
刊
行
)

(
清
乾
隆
二
十
年
･
一
七
五
五
年
に
貴
慮
が
刊
行
)

(清)(
清
の
陳
鰻
が
発
見
し
た
宋
本
に
よ
っ
て
許
自
昌
刻
本
を
校
訂
･
現
中
国
国
家
図
書
館
蔵
)

(
清
の
孫
潜
が
発
見
し
た
宋
本
に
よ
っ
て
談
憧
本
を
校
訂
･
現
台
湾
大
学
蔵
)

以
上
の
よ
う
に
現
在
で
は
『
太
平
広
記
』
の
宋
の
原
本
は
残
さ
れ
て
い
な
い
｡
そ
も
そ
も
周
知
の
と
お
り
宋
代
に
お
い
て
､
『
太
平
広

記
』
の
版
木
は
宮
中
の
秘
書
に
保
存
さ
れ
､
す
ぐ
に
は
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
｡
し
か
し
い
く
つ
か
の
記
述
か
ら
宋
代
に
は
写

本
の
形
で
､
一
般
に
も
流
出
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
､
談
憧
は
そ
の
よ
う
な
写
本
の
一
つ
を
手
に
入
れ
､
嘉
靖
四
十
五
年
印
刷
刊
行
し

た
｡
こ
れ
が
所
謂
談
刻
本
で
あ
る
｡
し
か
し
こ
の
際
談
憧
は
全
て
の
テ
キ
ス
ト
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
初
版
本
を
刊
行
し

(22)

た
｡
巻
二
六
五
､
巻
二
七
〇
巻
首
に
そ
れ
ぞ
れ
談
憧
に
よ
る
識
語
が
あ
り
､
そ
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
る
と
談
慢
が
手

に
入
れ
た
写
本
に
は
七
巻
の
欠
本
が
あ
り
､
初
版
の
時
点
で
は
逸
文
を
全
て
集
め
る
こ
と
が
で
き
ず
､
談
刻
本
は
版
を
重
ね
る
ご
と
に
改

訂
を
行
っ
た
｡
そ
の
結
果
談
刻
本
に
は
異
同
の
あ
る
数
種
の
版
本
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
中
華
書
局
本
｢
鮎
校
説
明
｣
に
よ
れ
ば
､

中
華
書
局
本
は
三
種
の
版
本
を
確
認
し
､
初
印
本
､
後
印
本
､
最
後
印
本
と
し
て
い
る
｡
さ
ら
に
張
国
風
氏
は
北
京
図
書
館
(
現
･
国
家

図
書
館
)
で
新
た
に
第
四
の
談
刻
本
を
発
見
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
｡
張
国
風
氏
は
こ
れ
ら
数
種
の
談
刻
本
の
ほ
か
に
､
陳
氏
校
本
､
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孫
氏
校
本
､
野
竹
斎
抄
本
を
丹
念
に
比
較
し
な
が
ら
､
宋
本
の

｢
原
貌
｣
に
せ
ま
っ
て
き
た
｡
そ
し
て
諸
本
に
は
個
々
の
文
字
の
異
同
が

あ
る
他
に
､

①
談
刻
本
､
野
竹
斎
抄
本
の
巻
一
四
一
は
､
陳
氏
校
本
､
孫
氏
校
本
の
巻
一
四
二
を
二
分
し
､
巻
一
四
一
､
一
四
二
に
あ
て
た
も
の

で
､
南
宋
の
時
点
で
す
で
に
巻
一
四
一
は
失
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い

(
巻
一
四
一
に
つ
い
て
は
､
陳
氏
校
本
､
孫
氏
校
本
と
も
目

録
､
本
文
と
も
失
わ
れ
て
い
る
)
｡

②
陳
校
本
の
巻
一
五
〇
の
八
簾
中
四
篇
が
目
録
は
あ
る
が
､
本
文
は
失
わ
れ
て
い
る
(
所
謂
｢
有
目
無
篇
｣
)
｡
野
竹
斎
抄
本
は
陳
校
本

の
巻
一
四
八
を
二
分
劃
し
､
巻
一
四
八
､
一
四
九
と
し
､
巻
一
四
九
の
大
半
を
巻
一
五
〇
に
あ
て
て
い
る
｡

③
各
本
の
異
同
は
巻
二
六
一
､
二
六
二
､
二
六
三
､
二
六
四
､
二
六
五
､
二
六
九
､
二
七
〇
の
七
巻
に
集
中
し
､
数
種
の
談
刻
本
に
お

け
る
相
違
も
こ
の
七
巻
に
集
中
し
て
い
る
｡

④
各
話
の
出
典
に
異
同
が
あ
る
｡

な
ど
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
｡
談
刻
本
､
陳
氏
校
本
や
孫
氏
校
本
､
野
竹
斎
抄
本
は
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
資
料
で
は
あ
る

が
､
各
本
の
間
に
も
様
々
な
相
違
が
あ
り
､
各
本
が
拠
っ
た
宋
抄
本
自
身
が
同
一
の
も
の
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
､
こ
の
こ
と
が
現
在

宋
本
『
太
平
広
記
』
の
｢
原
貌
｣
を
探
求
し
て
い
く
う
え
で
､
問
題
を
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
こ
う
し
た
中
で
宋
本
の

一
部
を
伝
え
る
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
非
常
に
貴
重
な
版
本
で
あ
る
と
い
え
る
｡
上
に
挙
げ
た
問
題
に
対
し
て
い
く
つ
か
具
体
的
な
例
を

あ
げ
て
み
た
い
｡

高
麗
大
所
蔵
本
よ
り
以
下
の
こ
と
が
わ
か
る
｡

①
『
太
平
広
記
詳
節
』
巻
十
｢
書
中
六
蓄
｣
｢
耶
孤
児
｣
｢
胡
王
｣
(
全
て
出
典
は
『
玉
堂
閑
話
』
)
は
現
存
の
『
太
平
広
記
』
各
種
版
本
に

は
見
ら
れ
な
い
話
で
あ
る
｡
前
後
は
巻
一
四
〇
の
話
｢
江
鳳
｣
と
､
巻
一
四
三
の
話
｢
徐
慶
｣
に
挟
ま
れ
て
お
り
､
成
任
が
全
体
を
通

じ
て
『
太
平
広
記
』
原
本
に
忠
実
に
抄
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
鑑
み
て
､
こ
の
三
篇
は
本
来
巻
一
四
一
を
構
成
し
て
い
た
話
の
一
部
で
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あ
る
可
能
性
が
大
き
い
｡

②
『
太
平
広
記
詳
節
』
巻
十
｢
王
陣
｣
(
出
『
続
定
命
録
』
)
は
､
陳
氏
校
本
､
孫
氏
校
本
各
巻
一
五
一
に
お
い
て
所
謂
｢
有
目
無
篇
｣
､

本
文
の
失
わ
れ
て
い
る
話
で
あ
る
｡

以
下
は
忠
南
大
本
の
目
録
よ
り
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡

③
『
太
平
広
記
詳
説
』
巻
二
一
｢
李
文
型
､
巻
二
六
｢
陽
薙
｣
は
､
現
存
『
太
平
広
記
』
の
各
版
本
に
は
､
日
録
､
本
文
と
も
見
当

た
ら
な
い
｡
逸
文
の
可
能
性
が
あ
る
｡

④
『
太
平
広
記
詳
節
』
巻
二
二
｢
侯
沐
｣
は
陳
氏
校
本
､
孫
氏
校
本
､
野
竹
斎
抄
本
で
は
巻
二
六
六
に
あ
る
｢
有
目
無
篇
｣

の
一
つ

で
あ
る
｡

⑤
『
太
平
広
記
詳
節
』
巻
二
二
｢
陳
延
美
｣
は
､
談
刻
本
数
種
の
中
で
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
と
閲
文
と
な
っ
て
い
る
場
合
の
あ
る
も

の
で
あ
る
｡

⑥
『
太
平
広
記
詳
節
』
巻
三
一
｢
顔
溶
｣
は
､
談
刻
本
で
は
｢
有
目
無
篇
｣
で
あ
る
が
､
中
華
書
局
本
は
､
野
竹
斎
抄
本
に
よ
っ
て

補
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡

57

こ
の
ほ
か
『
太
平
広
記
詳
節
』
巻
二
一
か
ら
巻
二
二
に
は
､
『
太
平
広
記
』
の
現
存
す
る
各
版
本
の
中
で
最
も
相
違
の
多
い
巻
二
六
五

か
ら
巻
二
七
〇
の
本
文
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
｡
し
か
し
巻
二
一
､
巻
二
二
は
そ
れ
ぞ
れ
誠
庵
文
庫
本
､
清
芽
室
本
で
あ
る
た
め
､
上
記

の
よ
う
な
経
緯
で
､
残
念
な
が
ら
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

ま
た
各
諸
に
お
け
る
出
典
の
異
同
に
つ
い
て
は
､
二
つ
の
方
向
か
ら
の
問
題
が
存
在
す
る
｡
一
つ
は
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
､

『
太
平
広
記
』
各
種
版
本
間
に
お
け
る
異
同
で
あ
り
､
も
う
一
つ
は
個
々
の
小
説
集
の
原
本
や
逸
文
と
『
太
平
広
記
』
の
示
す
出
典
の
違

い
で
あ
る
｡
『
太
平
広
記
』
の
本
文
､
あ
る
い
は
出
典
の
記
載
が
『
太
平
御
覧
』
な
ど
に
比
較
し
て
､
粗
雑
な
印
象
を
免
れ
得
な
い
こ
と
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は
､
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
､
『
太
平
広
記
』
が
宋
初
に
編
纂
さ
れ
た
と
き
か
ら
持
つ
問
題
で
あ
る
｡
現
在
で
は
李
剣
国

氏
の
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』
(
南
開
大
学
出
版
社
･
一
九
九
三
年
)
に
よ
っ
て
､
『
太
平
広
記
』
以
外
に
も
多
く
の
類
書
･
文
献
か
ら
逸

文
が
集
め
ら
れ
､
整
理
､
比
較
検
討
が
す
す
み
､
唐
代
小
説
の
テ
キ
ス
ト
問
題
解
決
に
多
く
の
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
､
尚
検
討
を
要
す
る
問
題
が
存
し
て
い
る
｡
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
も
､
ま
た
一
つ
の
新
し
い
資
料
と
な
り

得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
一
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
｡

『
太
平
広
記
』
巻
四
四
五
所
収
の
｢
張
鍵
｣
は
談
刻
本
で
は
中
唐
初
期
の
小
説
集
『
広
異
記
』
(
戴
字
撰
)
が
出
典
と
さ
れ
､
他
の
『
太

(空

平
広
記
』
の
版
本
に
お
い
て
も
と
く
に
は
異
同
は
な
く
､
中
華
書
局
本
に
よ
る
『
広
異
記
』
の
排
印
本
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し

一
方
『
紺
珠
集
』
(
宋
･
朱
勝
非
編
)
､
『
錦
繍
甫
花
谷
』
(
宋
･
撰
人
不
詳
)
な
ど
の
類
書
で
は
､
晩
唐
張
読
撰
の
『
宣
室
志
』
が
出
典
と

し
て
記
き
れ
て
い
る
｡
内
容
は
張
が
旅
の
途
中
に
巴
西
侯
と
い
う
人
に
立
派
な
屋
敷
に
招
か
れ
､
豪
華
な
も
て
な
し
を
受
け
る
が
､
一
夜

明
け
て
み
る
と
巴
西
侯
は
実
は
猿
で
あ
っ
た
､
と
い
う
『
東
陽
夜
怪
録
』

(
撰
人
不
詳
)
に
似
た
話
で
あ
る
｡
李
剣
向
田
氏
は
前
掲
書
に
お

い
て
､
以
上
の
資
料
を
あ
げ
た
上
で
､
決
定
的
な
決
め
手
は
な
い
が
､
話
の
風
格
か
ら
み
て
､
｢
張
鍵
｣

は
『
広
異
記
』
よ
り
も
『
宣
室

志
』
の
話
と
し
た
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
て
い
る
｡
李
剣
国
氏
は
ま
た
『
太
平
広
記
』
中
の
｢
張
鍵
｣

の
前
後
に
『
広
異
記
』
を

出
典
と
す
る
話
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
に
､
『
太
平
広
記
』
編
者
が
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
｡
し
か
し
『
太
平

広
記
詳
節
』
巻
三
九
で
は
､
｢
張
鍵
｣
の
出
典
は
『
宣
室
志
』
と
な
っ
て
お
り
､
｢
張
鍵
｣

は
本
来
『
太
平
広
記
』
に
お
い
て
も
､
『
宣
室

志
』
を
出
典
と
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
の
よ
う
に
『
太
平
広
記
詳
節
』
は
『
太
平
広
記
』
の
原
貌
を
探
求
す
る
上
で
､
あ
る
い
は
個
々
の
六
朝
､
唐
代
小
説
研
究
を
す
る
上

で
､
大
変
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
今
後
『
太
平
広
記
詳
節
』
の
未
発
見
部
分
が
少
し
で
も
多
く
発
見
さ
れ
､
六

朝
､
唐
代
小
説
研
究
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
る
｡
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注(1
)

(
2
)

(
3
)

『
東
披
題
験
』
巻
三
に
｢
『
太
平
広
記
】
中
､
有
人
為
鬼
物
所
引
入
墟
墓
､
皆
華
屋
洞
戸
｡
(
以
下
略
)
｣
と
あ
り
､
こ
れ
は
『
太
平
広
記
』
巻
三
三
九

｢
雀
書
生
｣
に
見
ら
れ
る
｡

｢
太
平
広
記
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
､
富
永
一
堂
｢
『
太
平
広
記
』

の
諸
本
に
つ
い
て
｣
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
5
9
巻
)
に
詳
し
い
｡

台
湾
の
王
国
良
氏
は
『
六
朝
志
怪
小
説
考
論
｣
(
文
史
哲
出
版
社
･
民
国
七
七
年
)
に
お
い
て
､
朝
鮮
世
祖
七
年
(
一
四
六
二
年
)
成
任
が
抄
録
し
､

刊
行
し
た
『
太
平
広
記
詳
節
』
五
十
巻
と
い
う
書
物
が
韓
国
に
存
在
す
る
こ
と
､
ま
た
こ
の
刊
行
年
間
か
ら
し
て
成
任
が
抄
録
し
た
『
太
平
広
記
L
は

南
宋
の
版
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
｡

調
査
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
､
本
稿
末
の

〔
附
記
〕
を
参
照
｡

成
任
の
生
涯
に
つ
い
て
は
､
『
成
宗
実
録
』
巻
一
六
九
に
拠
っ
た
｡

朝
鮮
時
代
の
歴
史
的
背
景
､
文
学
史
的
事
項
に
つ
い
て
は
､
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
朝
鮮
の
歴
史
〔
新
版
〕
』

(
三
省
堂
二
九
九
五
年
)
､
金
思
樺
･

趨
演
鉱
『
朝
鮮
文
学
史
』
(
北
望
社
･
昭
和
四
十
六
年
)
､
金
東
旭
『
朝
鮮
文
学
史
』
(
N
H
E
出
版
･
一
九
七
四
年
)
の
該
当
部
分
を
適
宜
参
考
に
し
た
｡

(
7
)
『
太
平
通
載
b
の
中
に
も
､
『
太
平
広
記
』
の
資
料
が
一
部
見
ら
れ
る
｡
『
太
平
連
載
｣
も
韓
国
各
地
に
散
在
し
て
い
る
が
､
今
回
は
詳
し
く
調
査
す

る
時
間
が
な
か
っ
た
｡
今
回
筆
者
が
韓
国
で
文
献
調
査
を
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
張
国
風
中
国
人
民
大
学
教
授
(
詳
し
い
経
緯
に
つ
い

て
は
文
末
の
〔
附
記
〕
を
参
照
｡
)
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
は
､
筆
者
が
こ
れ
ま
で
注
目
し
て
き
た
唐
代
小
説
､
戴
字
撰
F
広
異
記
｣
に
つ

い
て
､
高
麗
大
所
蔵
の
『
太
平
通
載
』

の
な
か
に
｢
徐
福
｣
の
一
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
｡

(
8
)
野
崎
充
彦
｢
『
傭
粛
叢
話
』
-
十
五
世
紀
朝
鮮
士
大
夫
の
視
野
と
語
り
に
つ
い
て
-
｣
(
『
人
文
研
究
』
四
六
号
､
一
九
九
四
年
)
｡
以
下
『
傭
棄
叢

話
｣
あ
る
い
は
成
任
､
侃
に
つ
い
て
は
全
般
に
野
崎
氏
の
論
考
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
｡

(
9
)
以
下
韓
国
に
お
け
る
『
太
平
広
記
｣
の
流
伝
に
つ
い
て
は
､
徐
張
源
｢
《
太
平
広
記
》
兼
備
之
始
末
及
其
影
響
｣
(
『
中
国
語
文
学
】
第
7
輯
)
､
闘

寛
東
『
中
国
古
典
小
説
在
韓
国
之
伝
播
』
(
学
林
出
版
･
一
九
九
八
年
)
､
開
寛
東
『
中
国
古
典
小
説
資
料
叢
考
･
韓
国
篇
｣

(
O
一
周
O
一
昔
卑
小
･
二
〇

〇
一
年
)
の
該
当
個
所
を
適
宜
参
考
に
し
た
｡
ま
た
日
本
に
お
け
る
『
太
平
広
記
』
の
流
伝
に
つ
い
て
は
､
周
以
量
｢
日
本
に
お
け
る
r
太
平
広
記
』

の
流
布
と
受
容
-
近
世
以
前
の
資
料
を
中
心
に
-
｣
(
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
二
六
号
)
の
論
文
が
あ
る
｡

(10)

こ
こ
で
は
｢
太
平
広
記
』
四
百
巻
と
さ
れ
て
い
る
｡
葦
旭
昇
著
･
豊
福
健
二
監
修
･
柴
田
清
継
･
野
崎
充
彦
訳
『
朝
鮮
に
お
け
る
中
国
文
学
】

(研

文
出
版
社
二
九
九
九
年
)
訳
注
〔
u
〕

に

｢
も
と
五
百
巻
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
を
｢
四
百
余
巻
｣
と
し
て
い
る
が
､
こ
の
点
に
つ
い
て
特
に
言
及
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し
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
｡
｣
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

(11)

r
増
補
文
献
通
考
』
巻
二
四
二
(
重
文
考
)
に
よ
れ
ば
､
芸
平
広
記
｣
と
同
じ
く
北
宋
の
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
類
書
r
文
苑
英
至
は
高
麗
宣
宗
二

年
(
一
〇
二
七
年
)
､
『
太
平
御
覧
｣
は
高
麗
明
宗
二
十
二
年
(
一
一
九
二
年
)
に
朝
鮮
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
｡

(
㍑
)
『
成
宗
責
録
｣
巻
二
六
一
に
､
成
宗
二
十
三
年
に
『
太
平
広
記
詳
説
｣
を
垂
刊
し
た
と
の
記
載
が
載
る
｡
ま
た
前
掲
注
9
徐
蛋
源
｢
《
太
平
広
記
》

東
博
之
始
末
及
其
影
響
｣
に
｢
如
此
刊
行
之
《
太
平
広
記
詳
節
》
､
其
後
三
十
年
有
垂
刊
之
記
録
､
其
需
要
之
盛
可
知
臭
｣
と
あ
る
｡

(望

十
五
世
紀
半
ば
ハ
ン
グ
ル
が
創
製
さ
れ
て
以
降
､
様
々
な
本
が
諺
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
杜
甫
の
詩
を
訳
し
た
『
杜
詩
諺
解
〓
成
宗
十
二
年
､

一
四
八
一
年
)
は
朝
鮮
で
は
じ
め
て
の
ハ
ン
グ
ル
翻
訳
本
で
あ
っ
た
｡

(空

車
国
に
現
存
す
る
『
太
平
広
記
』
の
各
本
に
つ
い
て
は
､
開
寛
東
氏
の
各
書
を
参
照
｡
芸
平
記
諺
解
』
は
全
五
巻
､
訳
者
不
明
で
あ
る
が
､
こ
の

書
の
刊
行
に
よ
っ
て
文
人
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
『
太
平
広
記
】
の
読
者
は
よ
り
一
層
拡
大
し
た
｡
一
七
世
紀
に
は
女
性
同
士
が
ハ
ン
グ
ル
に
翻
訳
さ

れ
た
中
国
通
俗
小
説
を
相
互
賃
借
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
っ
て
お
り
､
当
時
女
性
達
は
中
国
小
説
を
ハ
ン
グ
ル
で
読
ん
で
い
た
と
い
う
(
エ

マ
ニ
ュ
エ
ル
･
バ
ス
ト
リ
ッ
チ
｢
十
八
世
紀
日
本
と
韓
国
に
お
け
る
中
国
通
俗
小
説
の
受
容
と
知
識
人
の
反
応
｣
中
国
社
会
文
化
学
会
一
九
九
九
年
四

月
例
会
で
の
口
頭
発
表
と
そ
の
際
配
布
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
)
｡
『
太
平
広
記
諺
解
｣
に
つ
い
て
は
､
現
在
真
南
金
一
根
所
蔵
の
寛
南
本
五
巻
五
冊
本
と

旧
李
朝
王
家
所
蔵
の
楽
善
斎
本
九
巻
が
残
っ
て
お
り
､
両
方
と
も
写
本
で
あ
る
｡
寛
南
本
に
つ
い
て
は
､
金
一
根
氏
に
よ
り
『
太
平
廣
記
諺
解
不
分

巻
｣
(
一
九
五
九
年
韓
国
べ
富
通
文
舘
漢
文
撼
明
刊
本
排
印
諺
文
用
抄
本
景
印
(
国
学
資
料
第
一
輯
)
)
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
前
掲
注

9
徐
東
源
｢
《
太
平
広
記
》
東
博
之
始
末
及
其
影
響
｣
に
よ
れ
ば
､
こ
の
二
本
の
諺
解
の
原
本
は
r
太
平
広
記
詳
節
』
と
関
係
の
な
い
明
代
の
版
本
で

あ
る
の
で
､
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
な
い
｡

(望

朝
鮮
に
お
け
る
漢
文
学
と
国
文
学
(
朝
鮮
語
文
学
)
の
関
係
に
つ
い
て
は
､
野
崎
充
彦
｢
朝
鮮
の
漢
文
学
-
表
現
と
手
段
の
禾
離
を
め
ぐ
つ
て
⊥

(
『
ア
ジ
ア
遊
学
L
第
1
2
号
､
勉
誠
社
)
､
同
じ
く
同
氏
に
よ
る
､
章
旭
昇
著
･
豊
福
健
二
監
修
･
柴
田
清
継
･
野
崎
充
彦
訳
一
癖
鮮
に
お
け
る
中
国
文

学
J
(
研
文
出
版
社
･
一
九
九
九
年
)
｢
解
説
｣
を
参
照
｡
野
崎
氏
に
よ
れ
ば
朝
鮮
に
お
け
る
漢
文
学
と
国
文
学
の
関
係
は
我
々
[
∪
本
人
に
と
つ
て
の
そ

れ
と
は
異
な
り
､
漢
文
学
と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
は
よ
り
深
く
､
ま
た
逆
に
い
え
ば
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
ゆ
え
に
朝
鮮
文
人
達
は
常
に
｢
表
現
と
手

段
の
禾
離
を
め
ぐ
る
果
て
し
な
い
苦
闘
｣
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
｡
朝
鮮
文
人
の
な
か
に
は
ハ
ン
グ
ル
を
書
け
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
い
う
事
実
は
､

我
々
に
と
つ
て
の
漢
文
学
と
国
文
学
の
関
係
と
､
朝
鮮
文
人
に
と
っ
て
の
そ
の
関
係
が
か
な
り
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
一
つ
の
例
証
と
い
え
る
だ
ろ
う
｡

(空

テ
キ
ス
ト
は
朝
鮮
古
書
刊
行
会
『
大
東
野
乗
こ
(
明
治
四
十
二
年
)
所
収
の
『
傭
斎
叢
話
』
を
用
い
た
｡
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(空

間
寛
東
『
中
国
古
典
小
説
在
韓
国
之
伝
播
』
､
『
中
国
古
典
小
説
資
料
叢
考
･
韓
国
篇
』
に
お
い
て
､
所
蔵
場
所
に
つ
い
て
｢
成
均
館
｣
と
だ
け
記
述

さ
れ
た
も
の
と
｢
成
均
館
(
誠
鹿
本
)
｣
と
記
述
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
､
後
に
記
す
よ
う
に
誠
庵
文
庫
は
遭
柄
舜
氏
の
個
人
文
庫
で
あ
り
､
成
均
館

大
学
と
は
関
係
な
い
｡
ま
た
今
回
筆
者
は
実
際
に
成
均
館
大
学
に
赴
き
､
同
校
の
尊
経
閣
文
庫
の
書
庫
を
見
せ
て
い
た
だ
き
､
『
太
平
広
記
詳
節
』
は

所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
｡

(鱒)

『
韓
国
古
書
総
合
目
録
』
で
は
各
書
誌
情
報
の
書
き
方
に
統
一
が
と
れ
て
い
な
い
｡
こ
う
し
た
韓
国
に
お
け
る
書
誌
学
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
､
藤

本
幸
夫
｢
朝
鮮
書
誌
学
の
諸
問
題
｣
(
『
朝
鮮
学
報
』
第
百
六
十
三
輯
)
に
詳
し
い
｡

(
空
一
九
九
七
年
七
月
高
麗
大
学
校
大
学
院
国
語
国
文
学
科
提
出
論
文

(空

金
鉱
龍
『
韓
中
小
説
説
話
比
較
研
究
』
(
一
志
社
二
九
七
六
年
)
に
も
各
巻
数
ご
と
の
分
類
､
収
録
話
数
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
金
氏
も
忠
南
大
目

録
を
参
考
と
し
て
い
る
が
収
録
話
数
が
一
部
李
来
宗
氏
の
目
録
と
一
致
し
な
い
｡

(21)

こ
の
指
摘
は
前
掲
注
7
野
崎
氏
論
文
に
よ
る
｡

(望

巻
二
六
五
識
語
｢
余
聞
蔵
書
家
有
宋
刻
蓋
閲
七
巻
云
｡
其
三
巻
余
致
之
得
十
之
七
､
己
付
之
梓
､
其
四
巻
僅
十
之
二
三
｡
博
拾
君
子
其
明
以
語
我
･

庶
幾
為
全
書
云
｡
(
以
下
略
)
｣

巻
二
七
十
識
語
｢
此
巻
宋
版
原
開
｡
予
敦
家
蔵
請
書
得
十
一
人
補
之
｡
其
徐
閑
文
尚
倹
他
日
｡
十
山
談
憧
志
｡
｣

(空

｢
試
論
『
太
平
広
記
』
的
版
本
演
変
｣
(
『
文
献
』
四
二
九
九
四
年
給
記
六
二
期
)
｡
他
に
張
国
風
氏
に
は
『
太
平
広
記
』
に
関
連
し
て
､
以
下
の
論

文
が
あ
る
｡

｢
《
太
平
広
記
》
陳
校
本
的
価
値
｣
(
『
中
国
人
民
大
学
報
』
一
九
九
四
年
第
五
期
)
､
｢
《
太
平
広
記
》
諸
本
総
目
録
異
同
｣
(
F
北
京
図
書
館
館
刊
』
一

九
九
四
年
第
一
二
一
期
)
､
｢
文
滑
閣
四
庫
本
『
太
平
広
記
』
底
本
考
察
｣
(
『
社
会
科
学
戦
線
』
吉
林
省
社
会
科
学
院
･
一
九
九
五
年
第
三
期
)
､
｢
《
太

平
広
記
》
引
書
浅
談
｣
(
『
文
史
知
識
』
一
九
九
五
年
第
八
期
)
､
｢
《
太
平
広
記
》
宋
本
原
貌
考
｣
(
『
中
華
文
史
論
叢
』
第
五
十
六
輯
)

ま
た
台
湾
に
も
い
く
つ
か
の
談
刻
本
が
残
さ
れ
て
い
る
｡
台
湾
所
蔵
の
『
太
平
広
記
』
談
刻
本
に
つ
い
て
は
､
塵
錦
堂
｢
記
所
見
明
談
慢
刻
本
太
平
広

記
-
兼
及
有
閑
宋
本
流
停
的
一
些
線
索
｣
(
『
中
国
古
典
小
説
研
究
専
集
六
』
聯
産
出
版
事
業
公
司
二
九
八
三
年
所
収
)
に
詳
し
い
｡

(聖

陳
氏
校
本
､
孫
氏
校
本
､
野
竹
斎
抄
本
に
お
い
て
は
｢
侯
泳
｣
と
な
っ
て
い
る
｡

(空

詳
細
は
､
｢
中
華
書
局
本
《
太
平
広
記
》
輯
補
｣
(
茶
道
師
範
学
院
(
社
会
科
学
版
)
≡
九
九
四
年
第
一
期
)
及
び
前
掲
注
(
お
)
塵
錦
堂
論
文
参

照｡
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(空
方
詩
銘
輯
校
『
冥
報
記
･
虞
異
記
』
(
中
華
書
局
二
九
九
二
年
)

本
稿
は
平
成
十
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
(
A
)
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡

『
太
平
広
記
詳
節
』
目
録
(
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
及
び
高
麗
大
所
蔵
本
)

括
弧
内
の
数
字
は
『
太
平
広
記
』
の
巻
数
を
表
わ
す
｡

〔
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
〕

巻
十
四
｢
釧
髭
客
｣
(
一
九
三
〓
末
尾
一
部
の
み
存
)
｢
車
中
女
子
｣
(
一
九
三
)
｢
足
寄
奴
｣
(
一
九
四
)
｢
僧
侠
｣
(
一
九
四
)
｢
雀
慣
思
｣
(
一
九
四
)
｢
轟

隠
娘
｣
(
一
九
四
)
｢
紅
線
｣
(
一
九
五
)
｢
義
侠
｣
(
一
九
五
)
｢
田
膨
郎
｣
(
一
九
六
)
｢
要
人
妻
｣
(
一
九
六
)

巻
十
五
｢
張
華
｣
(
一
九
七
)
｢
張
説
｣
(
一
九
八
)
｢
顧
況
｣
(
一
九
八
)
｢
戎
豊
｣
(
一
九
八
)
｢
王
建
｣
(
一
九
八
)
｢
白
居
易
｣
(
一
九
八
)
｢
元
和
沙
門
｣
(
一

九
八
)
｢
王
播
｣
(
一
九
九
)
｢
劉
珠
｣
(
一
九
九
)
｢
鄭
晩
｣
(
一
九
九
)
｢
高
婚
｣
(
一
九
九
)
｢
賀
若
弼
｣
(
二
〇
〇
)
｢
李
密
｣
(
二
〇
〇
)
｢
高
餅
｣
(
二
〇

〇
)
｢
濁
弧
及
｣
(
二
〇
一
)
｢
杜
兼
｣
(
二
〇
こ
｢
清
彦
｣
(
二
〇
一
)
｢
顧
況
｣
(
二
〇
二
〓
衛
道
弼
曹
紹
牽
｣
(
二
〇
三
)
｢
薬
草
(
二
〇
三
)
｢
李
叢
｣

(
二
〇
四
)
｢
呂
郷
萄
｣
(
二
〇
四
)
｢
玄
宗
｣
(
二
〇
五
)
｢
羅
黒
黒
｣
(
二
〇
五
〓
｢
李
密
｣
よ
り
｢
衛
道
弼
曹
結
髪
｣
の
七
話
は
､
マ
イ
ク
ロ
に
な
し
｡
)

巻
十
六
｢
王
僧
慶
｣
(
二
〇
七
〓
唐
太
宗
｣
(
二
〇
八
)
｢
購
蘭
亭
序
｣
(
二
〇
八
)
｢
衰
梼
｣
(
三
一
)
｢
張
僧
額
｣
(
二
一
一
)
｢
韓
幹
｣
(
三
一
)
｢
眞
玄

兎
｣
(
二
一
五
)
｢
張
壕
蔵
｣
(
三
六
)
｢
王
栖
巌
｣
(
二
一
七
)
｢
都
生
｣
(
三
七
)
｢
華
佗
｣
(
二
一
八
)
｢
腹
療
病
｣
(
二
一
八
)
｢
廣
周
｣
(
三
九
〓
談

刻
本
で
は
｢
周
贋
｣
)
｢
漁
人
妻
｣
(
二
二
〇
)
｢
繚
州
僧
｣
(
二
二
〇
)
弓
俊
朝
｣
(
二
二
〇
)
｢
王
布
｣
(
二
二
〇
)
｢
騒
山
人
｣
(
二
二
三
)
｢
李
淳
風
｣
(
二

二
四
)
｢
垂
明
枕
｣
(
二
二
七
)
｢
韓
志
和
｣
(
二
二
七
)

巻
十
七
｢
李
欽
瑠
｣
(
二
二
七
)
｢
捗
杷
寺
僧
｣
(
二
二
七
)
｢
王
債
薪
｣
(
二
二
八
)
｢
日
本
王
子
｣
(
二
二
八
)
｢
漢
太
上
皇
｣
(
二
二
九
)
｢
王
度
｣
(
二
三
〇
)

｢
陳
仲
窮
｣
(
二
三
一
)
｢
故
山
剣
｣
(
二
三
二
)
｢
甘
露
僧
｣
(
二
三
二
)

巻
十
八
｢
千
日
酒
｣
(
二
三
三
)
｢
屋
寄
鹿
｣
(
二
三
三
)
｢
青
田
酒
｣
(
二
三
三
)
｢
李
景
譲
｣
(
二
三
三
)
｢
孫
曾
宗
｣
(
二
三
三
)
｢
琴
弘
泰
｣
(
二
三
三
)
｢
劉

伶
｣
(
二
三
三
)
｢
孫
伯
撃
(
二
三
五
二
王
方
翼
｣
(
二
三
五
)
｢
李
舟
｣
(
二
三
五
)
｢
呉
王
夫
差
｣
(
二
三
六
〓
育
造
宮
｣
(
二
三
六
)
｢
沙
菓
舟
｣
三
三

六
)
｢
王
敦
｣
(
二
三
六
)
｢
元
環
｣
(
二
三
六
)
｢
隋
爆
帝
｣
(
二
三
六
)
｢
許
敬
宗
｣
(
二
三
六
〓
葦
匪
(
二
三
七
)
｢
李
使
君
｣
(
二
三
七
)
｢
郭
純
｣
(
二
三

八
)
｢
王
爆
｣
(
二
三
八
)
｢
唐
同
泰
｣
(
二
三
八
)
｢
寧
王
｣
(
二
三
八
〓
劉
玄
佐
｣
(
二
三
八
二
大
安
寺
｣
(
二
三
八
)
｢
李
延
召
｣
(
±
一
八
二
成
都
巧
者
｣

(
二
三
八
)
｢
辞
氏
子
｣
(
二
三
八
)
｢
秦
中
子
｣
(
二
三
八
)
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巻
十
九
｢
成
敬
奇
｣
(
二
三
九
)
｢
杜
宣
猷
｣
(
二
三
九
)
｢
聞
知
微
｣
(
二
四
〇
)
｢
辞
稜
｣
(
二
四
〇
)
｢
超
覆
温
｣
(
二
四
〇
)
｢
張
笈
｣
(
二
四
〇
)
｢
宗
楚

客
｣
(
二
四
〇
)
｢
張
説
｣
(
二
四
〇
)
｢
程
伯
叔
｣
(
二
四
〇
)
｢
李
林
甫
｣
(
二
四
〇
)
｢
王
承
休
｣

(
二
四
一
)
(
途
中
で
開
文
)

*
貢
平
広
記
詳
節
L
忠
南
大
蔵
目
録
に
は
｢
王
承
休
｣
に
続
い
て
以
下
の
七
話
が
巻
十
九
の
篇
名
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
､
国
立
中
央
図
書
館
本
で

は
失
わ
れ
て
い
る
｡

｢
益
州
長
吏
｣
(
二
四
二
)
｢
粛
穎
士
｣
(
二
四
二
)
｢
都
昂
｣
(
二
四
二
)
｢
資
少
卿
｣
(
二
四
二
)
｢
閣
玄
二
(
二
四
二
)
｢
発
明
撃
(
二
四
三
)
｢
貿
又
｣
(
二

四
三
)

〔
高
麗
大
所
蔵
本
〕

巻
八
｢
張
佐
｣
(
八
三
)
｢
逆
旅
客
｣
(
八
五
)
｢
賂
賓
王
｣
(
九
こ
玄
覧
(
九
四
)
｢
法
将
｣
(
九
四
)
｢
鴨
場
和
尚
｣
(
九
六
)
｢
霊
隠
寺
｣

(
九
九
)
｢
李
元

平
｣
(
一
一
二
)
｢
葦
丹
｣
(
二
八
)
｢
雀
厨
子
｣
(
一
二
一
)
｢
陳
義
郎
.
ニ
ー
二
二
)
｢
華
陽
李
尉
｣
(
一
二
二
)
｢
段
秀
責
｣
(
一
二
二
)

巻
九
｢
章
判
官
｣
二
二
三
)
｢
李
生
〓
三
五
)
｢
慮
叔
敏
｣
(
三
七
)
｢
鄭
生
｣
(
三
七
)
｢
尼
妙
寂
｣
(
三
八
)
｢
栄
陽
氏
｣
(
一
二
八
)
｢
杜
疑
妾
｣

(
二
元
)
｢
算
凝
妾
｣
(
二
二
〇
)
｢
厳
武
盗
妾
｣
(
一
三
〇
)
｢
緑
勉
｣
(
一
三
〇
)
｢
張
縦
｣

(
二
二
二
)

巻
十
｢
唐
玄
宗
｣
(
一
三
六
)
｢
叱
金
像
｣
(
一
三
六
)
｢
萄
嘗
帰
｣
(
一
三
六
)
｢
寓
里
橋
｣
(
一
三
六
)
｢
唐
粛
宗
｣
(
一
三
六
)
｢
襲
度
｣
(
一
三
八
)
｢
江
鳳
｣

(
一
四
〇
)
｢
書
中
六
番
｣
(
無
)
｢
耶
孤
児
｣
(
無
)
｢
胡
王
｣
(
無
)
｢
徐
慶
｣
(
一
四
三
)
｢
母
臭
｣
(
一
四
三
)
｢
楊
慎
衿
｣
(
一
四
三
)
｢
元
載
｣
(
一
四
三
)

｢
呂
群
｣
(
一
四
四
)
｢
雀
薙
｣
(
一
四
四
)
｢
安
守
範
｣
(
一
四
五
)
｢
尉
遅
敬
徳
｣
(
一
四
六
)
｢
貌
徴
｣
(
一
四
六
)
｢
襲
有
倣
｣
(
一
四
七
〓
張
嘉
貞
｣
(
一
四

七)

｢
鄭
慶
｣
(
一
四
八
)
｢
荏
囲
｣
(
一
四
八
)
｢
衛
士
｣
(
一
四
九
)

｢王匪

(
無
)

巻
十
一
｢
鄭
徳
墳
｣
(
一
五
二
)
｢
李
公
｣
(
一
五
三
)
｢
衰
滋
｣
(
一
五
三
)
｢
雀
潔
｣
(
一
五
六
)
｢
李
甲
｣
(
一
五
八
)
｢
定
婚
店
｣
(
一
五
九
)
｢
武
殿
｣
(
一

五
九
)
｢
慮
生
｣
(
一
五
九
)
｢
秀
師
言
記
｣
(
一
六
〇
)
｢
李
行
修
｣
(
一
六
〇
)
｢
濯
園
嬰
女
｣
(
一
六
〇
)
｢
侯
纏
図
｣
(
一
六
〇
)

巻
三
十
九
｢
後
醜
荘
帝
｣
(
四
四
一
)
｢
聞
州
莫
絡
｣
(
四
四
一
)
｢
蒋
武
｣
(
四
四
一
)
｢
粛
志
忠
｣
(
四
四
一
)
｢
狼
塚
｣
(
四
四
二
)
｢
王
含
｣
(
四
四
二
)
｢
昇

平
入
山
人
｣
(
四
四
二
)
｢
張
華
｣
(
四
四
二
)
｢
呉
興
田
父
｣
(
四
四
二
)
｢
呉
唐
｣
(
四
四
三
)
｢
青
山
老
僧
｣
(
四
四
三
)
｢
楊
邁
｣
(
四
四
三
)
｢
欧
陽
絃
｣
(
四

四
四
)
｢
陳
巌
｣
(
四
四
四
)
｢
親
元
忠
｣
(
四
四
四
)
｢
張
鍵
｣
(
四
四
五
)

巻
四
十
｢
楊
里
｣
(
四
四
五
)
｢
孫
格
｣
(
四
四
五
)
｢
能
言
｣
(
四
四
六
〓
焦
封
｣
(
四
四
六
)
｢
長
孫
無
忌
｣
(
四
四
七
)
｢
大
安
和
尚
｣
(
四
四
七
)
｢
乗
法

善｣

(
四
四
八
)
｢
李
参
軍
｣
(
四
四
八
)
｢
徐
安
｣
(
四
五
〇
)

巻
四
十
一
｢
任
氏
｣
(
四
五
二
)
｢
壬
生
｣
(
四
五
三
)
｢
糞
少
空
(
四
五
三
)
｢
計
真
｣
(
四
五
三
)
｢
張
立
本
｣
(
四
五
四
)
｢
挑
坤
｣
(
四
五
四
)
｢
張
直
方
｣
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(
四
五
五
)

巻
四
十
二
｢
種
黍
来
蛇
｣
(
四
五
六
)
｢
顔
回
｣
(
四
五
六
)
｢
萄
五
T
｣
(
四
五
六
)
｢
章
苛
｣
(
四
五
六
)
｢
天
門
山
｣
(
四
五
六
)
｢
飴
芋
麻
令
｣
(
四
五
六
)

｢
王
眞
妻
｣
(
四
五
六
)
｢
李
林
甫
｣
(
四
五
七
)
｢
宣
州
江
｣
(
四
五
七
)
｢
無
畏
師
｣
(
四
五
七
)
｢
海
州
猟
人
｣
(
四
五
七
)
｢
選
仙
場
｣
(
四
五
八
)
｢
桃
景
｣

(
四
五
九
〓
戸
部
令
史
妻
｣
(
四
六
〇
)
｢
劉
潜
女
｣
(
四
六
〇
)
｢
楚
文
王
｣
(
四
六
〇
〓
鄭
郡
人
｣
(
四
六
〇
)
｢
賛
観
寺
｣
(
四
六
〇
)
｢
羅
州
｣
(
四
六
一
)

｢
渇
質
｣
(
四
六
一
)
｢
飛
散
｣
(
四
六
一
)
｢
知
太
歳
｣
(
四
六
一
)
｢
條
支
璽
(
四
六
一
)
｢
黎
景
逸
｣
(
四
六
一
)
｢
雀
囲
妻
｣
(
四
六
一
)
｢
衛
女
｣
(
聖
ハ

一
)
｢
天
后
｣
(
四
六
一
)
｢
衛
鏑
｣
(
四
六
こ
｢
商
人
捕
腐
｣
(
四
六
二
)
｢
雀
日
夕
昏
｣
(
四
六
二
)
｢
楊
宣
｣
(
四
六
二
)
｢
烏
君
山
｣
(
四
六
二
)
｢
新
喩
男

子｣

(
四
六
三
)
｢
淑
金
鳥
｣
(
四
六
三
)
｢
杜
鵡
｣
(
四
六
三
)
｢
蚊
母
鳥
｣

(
讐
ハ
三
)
｢
掌
(
四
六
三
)

[
附
記
]

今
回
韓
国
で
の
調
査
を
す
る
に
至
っ
た
経
緯
及
び
調
査
の
経
過
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
｡
筆
者
は
一
九
九
六
年
か
ら
九
ヒ
年
に
か
け
て
北
京
へ

留
学
し
た
が
､
以
来
『
太
平
広
記
』
の
版
本
及
び
抄
本
に
関
し
て
､
ご
教
示
を
受
け
て
き
た
中
国
人
民
大
学
の
張
国
風
教
授
が
二
〇
〇
一
年
三
月
よ
り
一
年

間
韓
国
漢
陽
大
学
で
数
鞍
を
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
張
教
授
が
韓
国
へ
行
か
れ
る
直
前
に
北
京
で
お
金
い
し
た
と
こ
ろ
､
こ
の
一
年
間
は
芸
平
広

記
』
の
研
究
が
十
分
に
行
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
た
｡
筆
者
は
台
湾
の
王
国
良
氏
の
著
書
『
六
朝
志
怪
小
説
考
論
』
に
､
芸
平
広
記
詳

節
』
に
関
し
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
｡
ま
た
一
九
九
七
年
留
学
中
に
参
加
し
た
中
国
福
建
省
武
夷
山
に
お
け
る
学
会
｢
.
9
7
武
夷
山
中
国
小
説

研
討
会
｣
に
お
い
て
､
韓
国
慶
照
大
学
閲
鼻
東
教
授
に
よ
り
韓
国
に
お
け
る
中
国
古
典
小
説
の
現
存
状
況
が
報
告
さ
れ
､
そ
の
中
で
『
太
平
広
記
詳
節
』
に

関
す
る
言
及
も
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
筆
者
は
､
張
国
風
教
授
に
『
太
平
広
記
詳
節
』
に
つ
い
て
筆
者
が
知
っ
て
い
る
限
り
の
情
報
を
お
伝
え
し
た
｡
そ
の
後
張

国
風
教
授
は
､
高
麗
大
学
雀
容
徹
教
授
の
協
力
を
得
､
調
査
を
進
め
ら
れ
､
多
く
の
成
果
を
得
ら
れ
た
｡
そ
し
て
筆
者
に
ご
自
身
の
帰
国
前
に
韓
国
に
来

て
､
『
太
平
広
記
詳
節
』
を
見
る
こ
と
を
勧
め
て
下
さ
っ
た
｡
そ
こ
で
筆
者
は
二
〇
〇
一
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
十
一
日
の
日
程
で
､
初
め
て
韓
国
へ
行

く
こ
と
と
な
っ
た
｡
そ
れ
ま
で
筆
者
は
韓
国
語
､
韓
国
文
学
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
知
識
が
な
く
､
ま
た
張
教
授
ご
自
身
も
韓
国
に
お
け
る
文
献
調
査
に
と
ま

ど
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
を
事
前
に
お
聞
き
し
て
い
た
｡
と
く
に
誠
席
文
庫
に
関
し
て
は
､
全
く
情
報
が
な
か
っ
た
が
､
幸
い
に
も
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
朝
鮮
文
化
部
門
の
吉
田
光
男
教
授
よ
り
誠
庸
文
庫
や
そ
の
他
韓
国
に
お
け
る
重
要
な
図
書
館
等
に
つ
い
て
事
前
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
｡
韓
国
で
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
､
筆
者
の
中
国
留
学
当
時
の
同
学
で
あ
っ
た
妻
必
任
さ
ん
(
北
京
大
学
博
士
･
現
成
均
館
大
学
講
師
)
や
同
じ
く
留

学
当
時
の
同
学
で
張
国
風
教
授
と
同
時
期
に
高
麗
大
学
に
外
国
人
教
師
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
劉
寧
さ
ん
(
現
北
京
師
範
大
学
助
教
授
)
に
大
変
お
世
話
に



成任編刊 F太平広記詳節』について
な
っ
た
｡
ま
た
筆
者
の
訪
問
と
同
時
期
に
成
均
館
大
学
に
招
脾
さ
れ
て
い
た
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
川
原
秀
樹
教
授
に
も
成
均
館
大
学
図
書

館
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
､
韓
国
に
お
け
る
中
国
学
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
｡
高
麗
大
学
に
お
い
て
は
雀
溶

徹
教
授
に
韓
国
に
お
け
る
中
国
文
学
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
｡
と
く
に
韓
国
に
は
貢
平
広
記
｣
や
中
国
の
通
俗
小
説
に
影
響
を
う

け
､
中
国
語
で
書
か
れ
た
｢
漢
文
小
説
｣
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
､
従
来
そ
う
し
た
漢
文
小
説
研
究
は
､
専
ら
韓
国
文
学
研
究
者
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
が
､
今
後
は
中
国
文
学
研
究
の
観
点
か
ら
も
､
韓
国
に
お
い
て
中
国
文
学
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
､
新
し
い
文
学
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
､
す
で
に
台
湾
を
中
心
に
韓
国
の
み
な
ら
ず
､
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
も
対
象
と
し
て
､
中
国
以
外
の
地
域
で
書
か
れ
た
漢
文
に
よ
る

小
説
の
研
究
が
行
わ
れ
､
一
部
の
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
(
中
国
古
典
文
学
研
究
会
編
戒
外
漢
文
小
説
論
究
≡
口
湾
学
生
書
局
･
民
国
七
十
八
年
)
と

い
う
こ
と
な
ど
を
う
か
が
っ
た
｡
今
回
の
韓
国
訪
問
で
は
､
『
太
平
広
記
』
の
流
伝
､
受
容
､
影
響
を
一
つ
の
軸
と
し
て
､
日
本
･
韓
国
な
ど
の
文
学
に
も

研
究
の
視
野
を
広
げ
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
､
ま
た
そ
れ
が
翻
っ
て
『
太
平
広
記
』
自
身
の
研
究
に
も
新
た
な
成
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
大
で
あ
る
こ
と

を
実
感
で
き
た
｡
こ
の
こ
と
は
上
記
に
記
し
た
調
査
の
成
果
に
も
増
し
て
筆
者
に
と
っ
て
大
き
な
収
獲
で
あ
っ
た
｡

最
後
に
張
国
風
教
授
に
は
今
回
の
筆
者
の
韓
国
訪
問
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
､
韓
国
に
お
い
て
張
教
授
が
調
査
さ
れ
た
情
報
､

資
料
､
間
雪
盲
詳
細
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
､
そ
し
て
筆
者
が
日
本
の
研
究
者
に
こ
う
し
た
成
果
を
彗
ロ
す
る
こ
と
を
快
く
承
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
対
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡
張
国
風
教
授
は
二
〇
〇
左
の
年
末
に
中
国
に
帰
国
さ
れ
､
そ
の
成
果
を
《
文
学
遺
産
》
二
〇
〇
二
年
第
四
期

に
､
｢
韓
国
所
蔵
《
太
平
広
記
詳
節
》
的
文
献
価
値
｣
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
｡

上
記
に
記
し
た
以
外
に
も
今
回
の
訪
問
で
は
､
高
麗
大
学
､
成
均
館
大
学
､
国
立
中
央
図
書
館
な
ど
多
く
の
場
所
で
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
｡
短
期
間
の
調
査
で
か
つ
韓
国
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
知
識
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ず
､
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の
は
､
こ
う
し
た
方
々
の
暖
か
い
ご

助
力
に
よ
る
も
の
で
す
｡
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
｡
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